
　

　

どちらとも

いえない

・支援員の勤務開始時間が異なる場合は、個別にそ
　の都度確認を行っています。

・支援終了後は時間がとれず、振り返りを行うこと
　は難しいですが、必要に応じて確認を行っていま
　す。今後は定着できるよう工夫していきます。

・法人内でのアセスメント書式を使用しています。

・モニタリング会議で一人一人の活動内容について
　確認し、提供を行うようにしています。

・基本的には、ご本人のその日の希望や児童自治会で挙
　がったニーズをもとに活動提供を行っています。同じ
　内容を好まれるお子様もいますが、声掛けは常に行っ
　ています。

（無回答１）
・基本的にはニーズに沿った活動内容を提供できるよう努
　めています。また児童自治会で希望が挙がった活動や外
　出が提供できるよう努めています。

（無回答１）
・ニーズに沿った活動提供を行っていますが、同じ
　活動ばかりになりやすいのが課題です。

7 1

5 3

7 1

7

8

5 3

（無回答１）
・家族会で検討したり、周知について方法を変えた
　りしました。

（無回答１）

（無回答１）

（無回答１）
・法人内での研修は全員参加できるよう調整しています
　が、他の研修に関しては放課後支援の時間帯が多く、
　研修への参加が難しくなかなか出来ていません。今後
　検討していきます。

（無回答１）
・半年に1度アセスメントの見直しを行い、それに
　基づいて計画を行っています。

　8枚中　　8枚回収

・公園やドライブ・散歩等の屋外活動を多く取り入
　れ、室内環境の住み分けを行っています。
・個別スペースの確保は建物の構造上難しいです。

・イベントや外出等で支援員数が必要な場合は、同
　法人内の他事業所の支援員に応援、協力を依頼す
　等の工夫をしています。

・一応バリアフリーの構造をしていますが、室内の
　手すりについては、今後検討していきたいと思い
　ます。

・業務改善についての振り返りや目標設定は行って
　いませんが、今後検討していきたいと思います。

改善目標、工夫している点
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5 3
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1

1

6 1

4 3

4 2

日々の支援に関して正しく記録を
取る事を徹底し、支援の検証・改
善につなげているか

定期的にモニタリングを行い放課
後等デイサービスの見直しの必要
性を判断しているか

活動プログラムが固定化しない様
工夫しているか

平日、休日、長期休暇に応じて課
題を決め細やかに設定して支援し
ているか

子どもの状況に応じて個別活動と集団
活動を適宜組み合わせて放課後等デイ
サービス計画を作成しているか

支援開始前には職員間で必ず打ち合わ
せをし、その日行われる支援の内容や
役割分担について確認しているか

支援終了後には職員間で必ず打ち合わせ
をし、その日行われた支援の振り返りを
行い、気づいた点等を共有しているか

第三者による外部評価を行い、評
価結果を業務改善につなげている
か

職員の資質の向上を行う為に研修
の機会を確保しているか

アセスメントを適切に行い児童と保護者の
ニーズや課題を客観的に分析したうえで放
課後等デイサービス計画を作成しているか

子どもの適応行動を図る為に標準
化されたアセスメントツールを使
用しているか

活動プログラムの立案をチームで
行っているか

チェック項目

利用定員が指導訓練室等スペース
との関係で適切であるか

職員の配置数は適切であるか

事業所の設備等について、バリア
フリー化の配慮が適切にされてい
るか

業務改善を進める為のＰＤＣＡサ
イクル（目標設定と振り返り）に
広く参画しているか

保護者向け評価表を活用する等によりア
ンケート調査を実施して保護者等の意見
等を把握し業務改善につなげているか

この自己評価の結果を事業所の会
報やホームページ等で公開してい
るか
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①

②

③

業
務
改
善

4 3 1

8

④

⑤

⑥

44

5 2

令和元年12月実施

適
切
な
支
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提
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・毎日の記録をとり、モニタリング等で検証し生か
　しています。

・毎月1回一人一人の個別支援計画についてモニタ
　リングを行っています。

⑰

⑱

⑬

⑭

⑮

⑯

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

はい いいえ

3 4 1

若柳地区放課後等デイサービス事業所みらい 

          放課後等デイサービス評価表 事業所職員向け 


